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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ) （ａ－１）式１で示される単量体３０～９０モル％と、（ａ－２）式１で示され
る単量体と共重合可能な単量体１０～７０モル％とから得られる共重合体を０．０５～５
質量％、（Ｂ）重合度が２～１４であるポリグリセリンを３～１５質量％、（Ｃ）式２で
示される化合物を２～１０質量％、（Ｄ）カルボキシビニルポリマー又はアルキル変性カ
ルボキシビニルポリマーを０．１～１質量％を含有することを特徴とする皮膚化粧料。
【化１】

（式中、Ｒ1は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ2は－（ＣＨ２）ｎ－を示し、ｎは１～４
の整数である。）

【化２】

（式中、Ｇｌｙはグリセリンから水酸基を除いた残基、ＰＯはオキシプロピレン基、ＥＯ
はオキシエチレン基、ＢＯはオキシブチレン基であり、ｘ、ｙおよびｚはそれぞれＰＯ、
ＥＯおよびＢＯの平均付加モル数であって、ｘ＋ｙは１～３０の値、ｚは１～５の値であ
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り、ＰＯとＥＯとの質量比（ＰＯ／ＥＯ）は１／５～５／１である。）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧水、乳液、クリーム、美容液等の皮膚化粧料に関するものであり、詳し
くは、肌に直接塗布して使用した際に、肌上でののびや肌へのなじみ性が良く、リッチな
使用感を有し、またべたつかず、持続的な保湿効果が得られ、かつ、化粧のりに優れ、オ
ールインワンタイプとしても使用可能な万能タイプの皮膚化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　人間の皮膚表面は皮脂膜に覆われており、水分の蒸散が適度に抑制されている。皮膚の
水分を適切な範囲に保つことは、皮膚の健康面において非常に重要なことである。しかし
、気温や湿度の変化、紫外線、洗顔時の過度な摩擦や加齢によって、角質層に含まれる細
胞間脂質、天然保湿因子や水分が失われがちであり、肌荒れやかゆみ、かさつきなど肌ト
ラブルが生じるやすくなる。よって、肌を正常に保つために、化粧水、乳液、クリームや
美容液といったスキンケア用の皮膚化粧料を使用して、肌に水分や油分を補っている。一
般的な使用方法としては、洗顔後に化粧水にて肌に水分や保湿成分を補給し、その後、乳
液やクリームによって油分をも補い、肌を保護するとともに柔軟にしている。
【０００３】
　ここで、通常、乳液やクリームに使用される油分は、動植物油脂、鉱物油やエステル油
、エーテル油などであり、これら油分は、その閉塞性による水分蒸発の抑制効果や皮膚を
柔軟にするエモリエント効果を有する。しかし、油分特有のべたつき感を有するだけでな
く、使用後にテカリを生じることもある。また、場合により、特に脂性肌、混合肌の人で
は、にきびなどの肌トラブルの原因となることもある。
【０００４】
　一方、近年、女性が積極的に社会進出するようになるとともに、旅行や出張による外泊
の機会が増加することに伴い、化粧をより短時間で行なうことへの要望が高まっており、
化粧水や乳液、クリーム、化粧下地の機能を集約した、「ツーインワン」や「オールイン
ワン」タイプの化粧料が提案されている。特にこのような商品では、みずみずしい使用感
としながらも、保湿性やエモリエント性を付与する必要が有り、剤形としてゲル状（ジェ
ル状）のものが好まれる傾向にある。しかし、その場合には、油分を無配合もしくは少量
の配合とする必要があり、十分な保護効果やエモリエント効果が得られないのが実状であ
った。
【０００５】
　そこで油分を配合せずに保湿性を高めた化粧料として、ポリエチレングリコールとカル
ボキシビニルポリマーを組み合わせた保湿用化粧料（特許文献１）やポリグリセリンと１
，３－ブタンジオールを組み合わせた保湿組成物（特許文献２）、グリセリンと天然高分
子を組み合わせた皮膚外用水性組成物（特許文献３）などが提案されている。しかし、こ
れらの化粧料では、保湿剤特有のべたつき感が強くなるとともに、のびが悪く、肌へのな
じみ性も悪かった。さらには、一時的な保湿効果は発揮されるものの、持続的な保湿効果
を得ることができなく、また、エモリエント性にも乏しかった。
【０００６】
　そこで、特許文献４や特許文献５では、メタクリル酸グリセリルアミドエチル・メタク
リル酸ステアリル共重合体や特定のアルキレンオキシド誘導体を使用することで、油分特
有の機能を発揮させることが試みられている。しかし、これらの化粧料においても、やは
り、のび、なじみ性が悪いだけでなく、十分なエモリエント効果を得ることはできなかっ
た。しかも、高級なクリーム、美容液などで特徴的な使用感として好まれる、塗布時のリ
ッチな使用感を有することができず、また化粧よれや化粧崩れを起こす場合があり、化粧
のりの点でも十分に満足のいくものではなかった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１０－６４９８６号公報
【特許文献２】特開平０９－２０８４５０号公報
【特許文献３】特開２００４－１６８７２５号公報
【特許文献４】特開２００９－１４９６２２号公報
【特許文献５】特開２００６－２８２５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記の課題に鑑み、肌に直接塗布して使用した際に、肌上でののびや肌への
なじみ性が良く、リッチな使用感を有し、またべたつかず、持続的な保湿効果が得られ、
かつ、化粧のりに優れる皮膚化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明者らは鋭意検討した結果、下記に示す特定の４成分
を組み合わせることによって、肌上でののび（延展性）に優れ、肌へのなじみ性も良く、
乳化タイプの化粧料に見られるようなコクのあるリッチな使用感を有し、肌への塗布時ま
た乾燥時に、べたつき感を与えず、持続的な保湿感を有し、かつ、化粧よれや化粧崩れを
起こしにくく、化粧のりのよい皮膚化粧料が得られることを見出した。
【００１０】
　すなわち、本発明は、（Ａ) （ａ－１）式１で示される単量体３０～９０モル％と、（
ａ－２）式１で示される単量体と共重合可能な単量体１０～７０モル％とから得られる共
重合体を０．０５～５質量％、（Ｂ）重合度が２～１４であるポリグリセリンを３～１５
質量％、（Ｃ）式２で示される化合物を２～１０質量％、（Ｄ）カルボキシビニルポリマ
ー又はアルキル変性カルボキシビニルポリマーを０．１～１質量％を含有することを特徴
とする皮膚化粧料である。
【００１１】

【化１】

【００１２】
（式中、Ｒ1は水素原子又はメチル基を表し、Ｒ2は－（ＣＨ２）ｎ－を示し、ｎは１～４
の整数である。）
【００１３】

【化２】

【００１４】
（式中、Ｇｌｙはグリセリンから水酸基を除いた残基、ＰＯはオキシプロピレン基、ＥＯ
はオキシエチレン基、ＢＯはオキシブチレン基であり、ｘ、ｙおよびｚはそれぞれＰＯ、
ＥＯおよびＢＯの平均付加モル数であって、ｘ＋ｙは１～３０の値、ｚは１～５の値であ
り、ＰＯとＥＯとの質量比（ＰＯ／ＥＯ）は１／５～５／１である。）
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の皮膚化粧料は、肌に直接塗布して使用した際に、肌上でののびや肌へのなじみ
性が良く、リッチな使用感を有し、またべたつかず、持続的な保湿効果が得られ、かつ、
化粧のりに優れるものであるから、化粧水や乳液、クリーム、化粧下地等の機能を集約し
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たオールインワンタイプとしても使用可能な万能タイプの皮膚化粧料である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態を説明する。本発明の皮膚化粧料は、（Ａ) 成分を０．０５～
５質量％、（Ｂ）成分を３～１５質量％、（Ｃ）成分を２～１０質量％、（Ｄ）成分を０
．１～１質量％を含有する。
【００１７】
　本発明で用いる（Ａ) 成分は、（ａ－１）上記式１で示される単量体３０～９０モル％
と、（ａ－２）式１で示される単量体と共重合可能な単量体１０～７０モル％とから得ら
れる共重合体である。
【００１８】
　（ａ－１）上記式１で示される単量体において、式中のＲ1は水素原子又はメチル基を
表し、安定性の点からメチル基が好ましい。Ｒ2は－（ＣＨ２）ｎ－を示し、ｎは１～４
の整数であり、具体的には－（ＣＨ２）－、－（ＣＨ２）２－、－（ＣＨ２）３－、－（
ＣＨ２）４－のいずれかであり、入手のし易さから－（ＣＨ２）２－が好ましい。式１で
示される具体的な単量体としては、グリセロール－１－メタクリロイルオキシエチレンウ
レタン、グリセロール－１－メタクリロイルオキシプロピレンウレタン等が挙げられるが
、合成のし易さから、グリセロール－１－メタクリロイルオキシエチレンウレタンが好ま
しい。式１で示される単量体の合成方法としては、環状ケタールと（メタ）アクリロイル
オキシアルキレンイソシアネートとをウレタン化反応させて得られる化合物を、ウレタン
化反応用触媒の存在下に水含有溶媒中で加水開環反応させる方法等が挙げられる。なお、
本明細書において、（メタ）アクリロイルはメタクリロイル又はアクリロイルを、（メタ
）アクリレートはメタクリレート又はアクリレートを示す。
【００１９】
　（Ａ）成分は、式１で示される単量体（ａ－１）が３０～９０モル％であり、共重合可
能な他の単量体（ａ－２）の含有割合が１０～７０モル％である共重合体である。肌への
なじみ性、保湿効果の持続性や化粧のりの点において、式１で示される単量体（ａ－１）
の含有割合が４０～７０モル％であり、共重合可能な他の単量体（ａ－２）の含有割合が
３０～６０モル％である共重合体が好ましい。共重合可能な他の単量体（ａ－２）として
は、公知の単量体でも利用可能であるが、好ましくは下記式３で示される単量体が挙げら
れる。なお、他の単量体（ａ－２）は、１種又は２種以上を用いることができる。
【００２０】
【化３】

【００２１】
　式中、Ｌ1は－Ｃ６Ｈ４－、－Ｃ６Ｈ１０－、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－、－Ｏ－、－（Ｃ＝
Ｏ）ＮＨ－、－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－又は－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－を表し、Ｌ2は炭素数１０
～２２の直鎖又は分岐アルキル基であり、例えばデシル基、ドデシル基、テトラドデシル
基、ヘキサデシル基、オクタデシル基、ドコサニル基等を表し、Ｒ3は水素原子又はメチ
ル基を表す。
【００２２】
　式３で示される単量体としては、例えば、デシル（メタ）アクリレート、ドデシル（メ
タ）アクリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）アクリレ
ート、オクタデシル（メタ）アクリレート等の直鎖又は分岐アルキル（メタ）アクリレー
トや、デカン酸ビニル、ドデカン酸ビニル、ヘキサデカン酸ビニル、オクタデカン酸ビニ
ル等のビニルエステル系単量体が挙げられる。中でも、安定性の点から、ステアリル（メ
タ）アクリレート、オクタデシル（メタ）アクリレートが好ましい。なお、（Ａ）成分は
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、取り扱い易くするために、グリセリンや１，３－ブタンジオールなどの多価アルコール
で希釈したものを用いることができる。
【００２３】
　（Ａ）成分の分子量は、質量平均分子量で、５千～５０万の範囲であり、好ましくは１
万～２０万である。質量平均分子量が５千未満では、保湿効果が十分に得られないことが
あり、５０万を超えると配合が困難となることがある。
【００２４】
　本発明で用いる（Ｂ）成分は、少なくとも１個のエーテル結合を有する重合度２～１４
のグリセリンの縮合物であり、一般的にはグリセリン同士の分子間脱水反応によって重合
させる方法と、２，３－エポキシ－１－プロパノール（グリシドール）を用いた付加反応
によるグリシドール法などによって調製される。具体的な化合物としては、ジグリセリン
、トリグリセリン、テトラグリセリン、ペンタグリセリン、ヘキサグリセリン、ヘプタグ
リセリン、オクタデカグリセリン、デカグリセリン、ウンデカグリセリン、ドデカグリセ
リン、テトラデカグリセリン等が挙げられる。中でも、肌上でののびやなじみ性の点にお
いて、好ましくは重合度６～１０のポリグリセリンであり、更に好ましくは重合度１０で
あるデカグリセリンである。（Ｂ）成分は１種又は２種以上を用いることができる。
【００２５】
　本発明で用いる（Ｃ）成分は、上記式２で示される化合物であり、グリセリンにオキシ
プロピレン基とオキシエチレン基、オキシブチレン基が付加されたアルキレンオキシド誘
導体である。式中、Ｇｌｙはグリセリンから水酸基を除いた残基を表し、ＰＯはオキシプ
ロピレン基、ＥＯはオキシエチレン基、ＢＯはオキシブチレン基を表す。ｘ、ｙおよびｚ
はそれぞれＰＯ、ＥＯおよびＢＯの付加モル数であって、ｘ＋ｙは１～３０の値、ｚは１
～５の値であり、ＰＯとＥＯとの質量比（ＰＯ／ＥＯ) は１／５～５／１である。ｘ、ｙ
、ｚの各値およびＰＯとＥＯの質量比は、アルキレンオキシドを付加して得られた生成物
を1Ｈ－ＮＭＲ（核磁気共鳴法）により測定してそれぞれの平均付加モル数を求め、質量
比に換算することにより求めることができる。なお、ＰＯおよびＥＯの付加状態は、ラン
ダム状でもブロック状でも良いが、高い保湿効果を得るにはランダム状に付加することが
好ましい。ＢＯは、末端にブロック状に付加しており、オキシブチレン基を与える化合物
としては、１，２－ブチレンオキシド、２，３－ブチレンオキシド、テトラメチレンオキ
シド（テトラヒドロフラン）等が挙げられるが、入手のし易さ、反応制御のし易さ等の面
から、１，２－ブチレンオキシドが好ましい。また、これらのオキシアルキレン基を付加
させる場合には通常、相関移動触媒、ルイス酸触媒、アルカリ触媒等を用いて付加反応を
行う。一般的には水酸化カリウム等のアルカリ触媒を使用することが好ましい。
【００２６】
　本発明で用いる（Ｄ）成分において、カルボキシビニルポリマーは、ショ糖のアリルエ
ーテル又はペンタエリトリトールのアリルエーテル等で架橋されたアクリル酸を主体とす
る水溶性ビニルポリマーである。また、（Ｄ）成分において、アルキル変性カルボキシビ
ニルポリマーは、アクリル酸又メタクリル酸と、アクリル酸アルキル又はメタクリル酸ア
ルキルとの共重合体であり、アクリル酸と炭素数１０～３０の直鎖状又は分岐状アルキル
基のエステル体、およびメタクリル酸と同じくアルキル基のエステル体が共重合した化合
物である。（Ｄ）成分は、ｐＨ＝５．５に調整した０．５質量％水溶液において粘度が５
０～３００Ｐａ・ｓであるものが好適に用いられる。通常、水酸化ナトリウム、水酸化カ
リウム、トリエタノールアミン、トリエチルアミン、リジンやアルギニン等の塩基性アミ
ノ酸等で中和することによって（Ｄ）成分含有水溶液の粘度を上昇させることができる。
カルボキシビニルポリマー又はアルキル変性カルボキシビニルポリマーは、化粧品原料と
して市販されている製品を使用することができ、具体的な製品としては、カルボキシビニ
ルポリマーは、住友精化株式会社製の「ＡＱＵＰＥＣ　ＨＶ－５０５Ｅ」、Lubrizol Adv
anced Materials社製の「カーボポール９４０」「カーボポール９４１」、３Ｖシグマ社
製の「シンタレンＫ」「シンタレンＬ」等が挙げられ、アルキル変性カルボキシビニルポ
リマーは住友精化株式会社製の「ＡＱＵＰＥＣ　ＨＶ－５０１ＥＲ」、Lubrizol Advance
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d Materials社製の「カーボポール１３４２」「カーボポールＥＴＤ２０２０」等が挙げ
られる。カルボキシビニルポリマーおよびアルキル変性カルボキシビニルポリマーは、そ
れぞれ１種又は２種以上を用いることができ、またカルボキシビニルポリマーとアルキル
変性カルボキシビニルポリマーを併用することもできる。
【００２７】
　本発明において、上記の（Ａ）成分の含有量は、皮膚化粧料中に０．０５～５質量％で
あり、好ましくは０．１～３質量％であり、更に好ましくは０．２～２質量％である。０
．０５質量％未満では、優れた保湿効果が得られず、また化粧のりが悪くなくことがあり
、５質量％を超えると、肌へのなじみ性が悪く、また配合量に見合った効果が得られない
ことがある。
【００２８】
　（Ｂ）成分のポリグリセリンの含有量は、皮膚化粧料中に３～１５質量％であり、好ま
しくは４～１２質量％であり、更に好ましくは５～１０質量％である。３質量％未満では
、十分な保湿効果が得られないことがあり、１５質量％を超えると、肌上でののびが悪く
、べたつき感が生じ、化粧のりが悪くなることがある。
【００２９】
　（Ｃ）成分の式２で示される化合物の含有量は、皮膚化粧料中に２～１０質量％であり
、好ましくは３～９質量％であり、更に好ましくは３～７質量％である。２質量％未満で
は、べたつき感が生じ、なじみ性が悪くなることがあり、１０質量％を超えると、肌上で
ののびが悪く、保存安定性も悪くなることがある。
【００３０】
　（Ｄ）成分のカルボキシビニルポリマー又はアルキル変性カルボキシビニルポリマーの
含有量は、皮膚化粧料中に０．１～１質量％であり、好ましくは０．２～０．８質量％で
あり、更に好ましくは０．３～０．７質量％である。０．１質量％未満では、リッチな使
用感が得られず、また安定した皮膚化粧料を調製することができないことがあり、１質量
％を超えると、べたつき感が生じ、化粧のりが悪くなることがある。
【００３１】
　本発明の皮膚化粧料は、水又は低級アルコール、好ましくは水と上記（Ａ）～（Ｄ）成
分を混合して調製することができる。また、本発明の皮膚化粧料には、化粧料に常用され
ている他の成分を、本発明の性能を損なわない範囲で、配合することも可能である。
【実施例】
【００３２】
  以下、実施例および比較例を挙げて本発明をさらに具体的に説明する。
【００３３】
　〔実施例１～６および比較例１～９〕
　皮膚化粧料として表１に示す組成物を調製し、下記の方法により評価を行った。その結
果を表１に示す。なお、下記表記中の％とあるのは、質量％を意味する。各組成物は水酸
化カリウムによりｐＨ５．５付近に調整した。
【００３４】
　（１）肌上でののび（延展性）
　２０名の男女（２５～４７才）をパネラーとし、洗顔した後に皮膚化粧料（約２ｇ）を
塗布した際の肌の感触について下記の基準で評価した。
　２点：肌上でののびが良いと感じた場合。
　１点：肌上でののびがやや良いと感じた場合。
　０点：肌上でののびが良くないと感じた場合。
【００３５】
　２０名の合計点を求めて、下記の基準で評価して表１中に表示した。
　◎：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーがいない：肌上でののびが
非常に良い化粧料である。
　○：合計点が３０点以上であり、かつ、０点の評価をしたパネラーが１人または２人：
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肌上でののびが良い化粧料である。
　△：合計点が２０点以上３０点未満：肌上でののびがやや不十分な化粧料である。
　×：合計点が２０点未満：肌上でののびが良くない化粧料である。
【００３６】
　（２）肌へのなじみ性
　２０名の男女（２５～４７才）をパネラーとし、洗顔した後に皮膚化粧料（約２ｇ）を
塗布した際の肌の感触について下記の基準で評価した。
　２点：肌へのなじみ性が良いと感じた場合。
　１点：肌へのなじみ性がやや良いと感じた場合。
　０点：肌へのなじみ性が良くないと感じた場合。
【００３７】
　２０名の合計点を求めて、下記の基準で評価して表１中に表示した。
　◎：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーがいない：肌へのなじみ性
が非常に良い化粧料である。
　○：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーが１人または２人：肌への
なじみ性が良い化粧料である。
　△：合計点が２０点以上３０点未満：肌へのなじみ性がやや良い化粧料である。
　×：合計点が２０点未満：肌へのなじみ性が良くない化粧料である。
【００３８】
　（３）リッチな使用感
　２０名の男女（２５～４７才）をパネラーとし、洗顔した後に皮膚化粧料（約２ｇ）を
塗布した際の感触について下記の基準で評価した。
　２点：クリームと同じようなリッチな使用感があると感じた場合。
　１点：クリームと同じようなリッチな使用感がややあると感じた場合。
　０点：クリームと同じようなリッチな使用感に乏しいと感じた場合。
【００３９】
　２０名の合計点を求めて、下記の基準で評価して表１中に表示した。
　◎：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーがいない：クリームのよう
なリッチな使用感を非常に感じる化粧料である。
　○：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーが１人または２人：クリー
ムのようなリッチな使用感を感じる化粧料である。
　△：合計点が２０点以上３０点未満：クリームのようなリッチな使用感をやや感じる化
粧料である。
　×：合計点が２０点未満：クリームのようなリッチな使用感に欠ける化粧料である。
【００４０】
　（４）べたつき感
　２０名の男女（２５～４７才）をパネラーとし、洗顔した後に皮膚化粧料（約２ｇ）を
塗布し、１０分後の肌の感触について下記の基準で評価した。
　２点：肌がべたつかないと感じた場合。
　１点：肌がややべたつくと感じた場合。
　０点：肌がべたつくと感じた場合。
【００４１】
　２０名の合計点を求めて、下記の基準で評価して表１中に表示した。
　◎：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーがいない：べたつき感を感
じない化粧料である。
　○：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーが１人または２人：べたつ
き感をほとんど感じない化粧料である。
　△：合計点が２０点以上３０点未満：べたつき感をやや感じる化粧料である。
　×：合計点が２０点未満：べたつき感のある化粧料である。
【００４２】



(8) JP 5742215 B2 2015.7.1

10

20

30

　（５）保湿効果の持続性
　２０名の男女（２５～４７才）をパネラーとし、洗顔した後に皮膚化粧料（約２ｇ）を
塗布し、２時間後の肌のうるおいについて下記の基準で評価した。
　２点：使用直後と変わらず肌が十分うるおっていると感じた場合。
　１点：使用直後と比べてやや肌のうるおいが足りないと感じた場合。
  ０点：使用直後と比べて明らかに肌のうるおいが足りないと感じた場合。
【００４３】
　２０名の合計点を求めて、下記の基準で評価して表１中に表示した。
　◎：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーがいない：持続的な保湿効
果に優れる化粧料である。
　○：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーが１人または２人：持続的
な保湿効果がある化粧料である。
　△：合計点が２０点以上３０点未満：持続的な保湿効果にやや欠ける化粧料である。
　×：合計点が２０点未満：持続的な保湿効果に欠ける化粧料である。
【００４４】
　（６）化粧のり
　２０名の女性（２５～４７才）をパネラーとし、洗顔した後に皮膚化粧料（約２ｇ）を
塗布し、１０分後にファンデーションを塗った際の化粧のりについて下記の基準で評価し
た。
　２点：化粧のりが良いと感じた場合。
　１点：化粧のりがやや良いと感じた場合。
　０点：化粧のりが悪いと感じた場合。
【００４５】
　２０名の合計点を求めて、下記の基準で評価して表１中に表示した。
　◎：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーがいない：化粧のりが非常
に良い化粧料である。
　○：合計点が３０点以上、かつ、０点の評価をしたパネラーが１人または２人：化粧の
りが良い化粧料である。
　△：合計点が２０点以上３０点未満：化粧のりがあまり良くない化粧料である。
　×：合計点が２０点未満：化粧のりが良くない化粧料である。
【００４６】
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【表１】

【００４７】
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※１「Ｃｅｒａｃｕｔｅ（登録商標）－Ｌ」（日油株式会社製）表中の数字は「Ｃｅｒａ
ｃｕｔｅ－Ｌ」に含まれる（Ａ）成分としての含有量を表す。
（Ｃｅｒａｃｕｔｅ－Ｌ組成：（Ａ）成分５％、グリセリン６６．５％、１，３－ブタン
ジオール２８．５％）
　（Ａ）成分は、式１中のＲ1およびＲ2が下記表２記載の単量体６０モル％と、式３中の
Ｌ1、Ｌ2およびＲ3が下記表３記載の単量体４０モル％から得られる共重合体である。
【００４８】
【表２】

【００４９】

【表３】

【００５０】
※２「ポリグリセリン# ５００」（阪本薬品工業株式会社製）（化合物名：ヘキサグリセ
リン）
※３「ポリグリセリン# ７５０」（阪本薬品工業株式会社製）（化合物名：デカグリセリ
ン）
※４「ＷＩＲＢＲＩＤＥ　Ｓ－７５３」（日油株式会社製）
　（Ｃ）成分は、式２中のｘ＋ｙ、ｚおよびＰＯとＥＯとの質量比（ＰＯ／ＥＯ）が下記
表４の化合物である。
【００５１】

【表４】

【００５２】
※５「ＡＱＵＯＥＣ　ＨＶ－５０５Ｅ」（住友精化株式会社製）（カルボキシビニルポリ
マー）（０．５％水溶液（ｐＨ＝５．５）粘度１４０Ｐａ・ｓ）
※６「ＡＱＵＯＥＣ　ＨＶ－５０１ＥＲ」（住友精化株式会社製）（アルキル変性カルボ
キシビニルポリマー）（０．５％水溶液（ｐＨ＝５．５）粘度１９０Ｐａ・ｓ）
※７「ユニルーブ（登録商標）５０ＴＧ－３２」（日油株式会社製）（化粧品表示名称：
ＰＰＧ－２４グリセリル－２４）
【００５３】
　実施例１～６の結果より、本発明の皮膚化粧料は、いずれも肌上でののびや肌へのなじ
み性が良く、リッチな使用感を有し、またべたつかず、持続的な保湿効果が得られ、かつ
、化粧のりに優れる効果が得られることが分かる。
【００５４】
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　一方、比較例１～９では十分な性能が得られていない。すなわち、比較例１では、（Ｃ
）成分が配合されていないことから、肌上でののびやなじみ性が不十分であり、べたつき
感が生じており、比較例２では、（Ａ）成分が配合されていないことから、肌上でののび
や化粧のりが不十分であり、リッチな使用感や保湿効果に乏しい。比較例３では、（Ｂ）
成分の配合量が本発明規定の下限値より少ないことから、リッチな使用感や保湿効果に乏
しく、比較例４では、（Ｄ）成分の配合量が本発明規定の上限値を超えていることから、
化粧のりが不十分であり、肌上でののびが不十分であり、リッチな使用感に乏しく、べた
つき感が生じている。比較例５では、（Ｂ）成分が他の成分（グリセリン）に置き換えら
れていることから、肌上でののびやなじみ性が不十分であり、リッチな使用感に乏しく、
べたつき感が生じており、比較例６では、（Ｂ）成分の配合量が本発明規定の上限値を超
えており、かつ、（Ｃ）成分の配合量が本発明規定の上限値を超えていることから、肌上
でののびやなじみ性、化粧のりが不十分であり、べたつき感が生じている。比較例７では
、（Ｄ）成分が他の成分（キサンタンガム）に置き換えられていることから、肌上でのの
びやなじみ、化粧のりが不十分であり、リッチな使用感に乏しく、比較例８では、（Ｃ）
成分が他の成分に置き換えられていることから、肌へのなじみ性や化粧のりが不十分であ
り、べたつき感が生じている。比較例９では、（Ｄ）成分の配合量が本発明規定の下限値
より少ないことから、肌上でののびが不十分であり、リッチな使用感や保湿効果に乏しい
。
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